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波
讲
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1|發
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遡
版
四
八
；

()
页
诧
憤
三
则
ニ
十
錢

社
會
即
題
を
論
す
る
漭
の
態
度
は
之
を
大
體1.

一
つ
に
.
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分
つ
て
と
を
得
る
。：
即
ち
邦
の
ー
へ
は
其
の
龠
時
の
社
會 

問
題
に
對
し
て
臨
機
應
變
的
實
際
的
解
決
方
策
を
エ
夫 

考
案
す
る
の
に
専
心
す
.る
も
のV

J、

其
の
第
一1
は
社
會 

問
題
は
抑
も
，训
何
な
る
原
因
に
ょ
つ
て
來
る
か
、
興
の 

，根
本
的
解
決
策
如
何
を
ft
粹
な
る
學
問
的
見
地
R
立
つ
‘ 

て
論
ず
る
も
の
ビ
で
あ
る
o
ふ
衆
敎
授
の「

祉
會
問
題 

研
究
し
は
第
一1

の
立
場
に
立
っ
て
所
！1
社
會
問
題
の
根 

本
r

a

M

kつ
い
.て
の
考
{祭
に
關
す
る
論
次
を
刊
行
1,
穴 

も
の
.で
あ
る
か
ら
、
も
し
入
.あ
.つ
て
’
こ
の
*

の
'冲
^
 

所
謂
社
#
問
題
解
決
の
®
際
的
方
策
を
求
む
る
な
ら
ば
：

.

.
七
號
一
四

0

'そ
の
人
ば
必
中
失
望
を
禁
じ
得
なS

で
あ
ら
ぅ
"
け
れ 

ど
も：

苦
•々

.が
祉
會
間
題
の
據
つ
て
來
る
所
の
眞
の
原
因 

社
會
問
題
解
決
.の
根
本
政
策
を
暫
ら
ぐ
、

實
務
家
的
見 

地
.ょ
b
脱
却
し
て
、
之
^
求
め
る
な
ら
ば「

社
會
間
^
 

研
究」

は
吾
々
^
.
對
し
て
多
大
の
晴
示
ど
嫂
當
な
思
想 

w

を
提
供
す
^ .
の
で
あ
^
。

本
書
^

收
む
る
所
の「

諸
篇
は
之
を
述
作
せ
る
後
、
 

新
し
き
は
三
月
、
古
き
も
未
だ
三
年
を
出
で
な
い」

(

本 

書
序
艾)

著
者
の
.次
の
十
篇
の
諭
文
で
あ
る
。

,

>
7 H

か
デ
ナ
？

V

ド
•
ラ
少
サ
少
と
獨
逸
勞
柳
者
運
動

ニ
、
集
，座
主
蕺
及
び
サ
ン
デ
ヵ
9
メ
ム
I:
對
す
る
批
評
、、

」

し
て
の
ギ 

ル
F

•ソ
I

Vヤ
リ
ズ
ム 

三
、
w
f&
o
a
i
l
d 

sccial.is 
日 

S
i

努
ff
の
苦
撤 

.

.五
1J

種
のH

1
ト
ヒ
ア
.
：

;
.
、
.

•

六、學問魏術と社.主義

七
、
マ
か
ク
ス
の
似
値
論
と
惯
格
論
と
の
闕
係 

■A
努
働
协
S

認
.，yJ
l^
KJ
n:
勘
め
始
末 

へ
:

九
、
.
V

す
マ
ス
'•ホ
ジ
ス
キ
ン
の
勞
働
见
货
全
收
權
主
傲 

.
十
、
戦
赀
の
杈
濟
理
齔
：

:

:

•:
こ
め
中
フ
エA

デ
ナ
ン

'ド
'。ラ
ッ
ナA

に
關
す
る
も
の
ら
ず
、
亦
同
時
に
諸
翁
の
社
會
的
极
本
原
則
で

.あ
&
、
 

は
單
獨
の
論
文
$
し
て
最
も

«
く
、
'ー
1
ょ
り
六
圭
で
は
ー
切
社

#
的
救
濟
の
根
本
條
件
で
あ
る
。
是
れ
實

R
勞

ギ
ル
ド
•
ソ
1
.

シ
ヤ
タ
ズ
ム
ま
た
は
ギ
か
、ド
。
ソ
ー
シ
ャ
'
 
:

«

锻
階
級
の
物
質
的
境
遇
を
改
善
す
る
啦
一
の
•手
段
な

, 

, 

.

.

. 

'

. 

. 

.

.

.

.
リ
ズ
ム
關
係
の
論
文
で
.、
：
著

容

の

立

場

ば

こ

、

で

覬

ふ

：

の

で

あ

る

。

」

：

：

：

成

功0
秘

訣

は

，
ー

の

轉

間

杧

於

て
 

こ
.
が̂
出
來
る
:

:「

：
：
. 

|
最
重
要
\の

1
點
に
全
カ
を
集
中
し
て
方
右
を
顧
み
な
い 

.フ
エ
^
デ
ナ
ン
ド
1
フ
ッ
サ
ル
^
獨
逸
努
働
，運

動

者

は

l
'
V
J
云
ふ
事
に
#
す
る
0
左

右

を

顧

み

る

な

;°
普
»
直
接 

> 

; 

Agitator 

(

煽
®
家
ま
た
：は
勞
働
述
働
^) 
€
し
て
の
«

|

選
擧
ヒ
稱
す
る
も
の
、
外
有
ゆ
る
徵
に
耳
令
寒
^
げ
。

. 

{ 

:
の
#
記
、
雄
說
思
想
を
最
も
精
細
に
叙
述
せ
る
'も

の

で

—
斯
く
し
て
始
め
て
諸
君
は
其
の
目
的
に
到
逄
t

?

s

...
あ
る
プ
ラ
ッ
サ
ル
が
其
：の
歷
.史
的
文
喪「

公
開
答
狀」

に

：が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。』 (

六
五
^
 

お
い
文
勞
働
者
問
題
の
解
決
方
策
が
勞
働
漭
の
生
產
組
ラ
ジ
ナ
ル
の

「

公
開
答
狀
：

1が

公

^

せ

ら

れ

て

か

ら

旣 

.
 

.

合
組
織
に
，あ
&
^

し
、
.>
勞
働
者
が
之
を
組
缴
す
る
の
^
:
.

生
ハ
十
年
^

垂
れ
ん
、ヒ
し
て
ゐ
る
。
さ
ぅ
し
て
當
年
の

#
は
，

M

家
の
援
助
を
得
べ
き
で
あ
る 

>ヒ
し
た
。『

然
ら
ば
；
|
勞

如

何

比

レ

て

國

家

を

，動

か

U
て

此

擧(

勞
働
漭
の
自S

V
1

®

し
た
の
を
考
へ
て

ヽ

M

R
现
狂
の
勞
働
運
勦
の
倾
lt
«
j 

则
結
を
國
家
於
援
助
す
る
乙
ド
^

讯̂
で
し
む
可
&
か
。

を
見
る
^
.き
に
、
吾
々
は
そ
こ
^
絕
大
な
る
差
興
の
あ 

- 

.
'
答

：
へ

は

明

白

で

あ

.る

。
，
：
普

通

：直

接

選

擧

法

の

實

現

を

措
：
.

る
こ
:̂
を
«
じ
次
い
_

^
は
行
か
な
い
。
無
産
翁
階
級 

一
 

.

：
：

い
て
他
に
米
め
る
事
が
出
:«
ぬ
い
：'
,

「

普
姐
直
搽
選
擧
は
：

迩
動
找
急
速
の
勢
を
以
づ
て
政
治
羅
動
即
ち
議
會
政
策 

(

縛
b
諸
君(

勞
狐
者)

の
.政
治
的
根
本
原
則
た
る
の
み
な
か
ら

ft
接

行

爾

へ
 

<
移

：
つ

て

行

く

。

勞

働

組

令

の

確

固

第十
！
！

盤

C
V
2

七
^

新

刊

瀨

介-'
.

.

.

.

第

七

號】

四
ー

.
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■
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第

十

四

怨

(

1
0
1

八
.

)

.

新
利
.紹
介
'
 

:

i 

第

七

號

一

四

ニ
 

I

た
る
基
礎
な
く
、
政
治
的
に
無
產
者
階
級b

代

表

な

き
’

大
I E
六
年
五
广
六
月
の「

國
家
學
會
雜
認」

に
公
に
さ
れ 

,
國
れ
お
い
て
觅
に
興
甚
だ
し
い
の
を
感
せ
ざ
る
を
得
な
た
も
の
で
あ
る
'0
常
時
日
：本
の
學
界
は
ギ
ル
ド
社
會
主 

い
.。
か
、
る
ど
き
忙
放
治
的
社
<|2

主

義

運

動

の

創

始

者

.
義
R
.
0

い
て
小
枭
敎
授
以
外
^
何
等
言
ふ
人
が
な
か
つ 

.

.

ミ
も
云
ふ
べ
き
ラ
ッ
：サ
ル
の
生
涯
ミ
典
の
思
想
^

つ

い

穴

。
ギ
ル
ド
.社
會
主
義
流
行
:®今

：：！

多

少

今

昔

の

威

な
 

.

て
知
る
こV

J

は
、
政
治
行
動
論
者
は
勿
論
の
こ
：

V
、
.

直
‘
 

|

き
を
得
な
い(「

»

論G
u
U
d

 

s
o
c
i
a
l
i
s
m」

は

「

舊
作(

集 

接
行
動
^ -
潑
も
其
の
政
治
行
動
キ
：義
を
硏
究
す
る
乙
$
 

\

產
主
義
云
々
}

0
公
に
せ
ら
れ
て
以
來
世
k

現
は
れ
た 

.

R
ょ
つ
て
.多
大
な
敎
訓
を
得
る
ど
思
ふ
。
殊
忙
？
先

部

|

ギ
,
ド

。
、ノ
シ
7

ズ
ム
主
張
の
書
籍
數
册
を
參
考
し 

肶
會
主
義
者
某
氏
に
ょ
つ
て
著
'は
さ
れ
た
ラ
ッ

K

ル
.傅

て

些

か

前

日

の

論

の

■足
ら
ざ
る
點
を
補
ふ
意
味
で
華
さ 

以
外
代
纏
つ
た
も
の
、
な
い
時
に
斯
-<
の
如
き
詳
細
に
れ
た
も
の
で
あ
る
。

」
(

1

六
七
頁

)

勿
論
こ
の

1

一
論
文
は 

:

渉

る

：硏

究

が

本

嘗

に

收

.め」

ら
れ
れ

0

は
甚
だ
喜
ぶ
ベ
き
ギ
ル
ド
社
會
主
義
に
關
す
る
邦
文
の
文
獻

'0
ォ
ー
ン
ソ 

こ
S

で
あ
.る
。 

I
-
V
—

た
る
こ
ど
は
疑
a

の
な
い
所
で
あ
る
。，

.「

集
產
主
義
及
び
，サ
シ
デ
ヵ
リ
ズ
ム
に
對
.す
る
批
評
：
':
•
敎
疑
は
ギ
ル
ド
社
會
主
義
は「

如
何
に
古
く
て
も
千
，
 

S
し
て
の
ギ
ル
ド
•
ソ
シ
.ヤ
ッ
：ズ
ム」

は
實
^
日
本
に
^

|
九
f
H六
年
ょ
6
古
い
こ
ビ
は
あ
b
得
な
い
M >
® >
で

あ

る 

い
て
ギ
ル
ド
社
會
主
義
を
紹
介
し
れ
最
初
の
文
獻
’
あ

：
觅
に
今
少
し
進
ん
で
云
へ
ば
ギ
ル
ド
。
ソ
シ
ヤ
リ
ズ
ム 

る
。
大

正
./
\
年
の
下
华
期
^

お
い
て
ギ
ル
ド
81
:

#
主
_

は
凡
を
千
九
百
十
.

j

年
以
後
の
^

^
だ
:̂
い
つ
て
も
差 

の
思
想
は
吾
が
評
論
界
に
急
激
«
勢
を
以
つ
て
其
の
地:

支
な
い
か
S
思
ふ
。」

ハ
.

「
一
I

四
貧)

と
し
、
ギ
ル
ド
•
ソ
シ 

位
を
得
て
來
た
。
こ
の
論
文
は
ァ
ぐ
れ
ょ
り
旣
^

ニ
年
前
、

.ャ
リ
ズ
み
は
千
九
^
十
一
一
年
頃
雜
誌
e N

e
w

 

A
g
e
。

紙

.

上
で
«

へ
出
さ
れ
た
.
€せ
&
れ
て
ゐ
る
ビ
し
ち
：

(

ー
六
•
照
K)

然
し
ギ
ル
ド
社
會
主
義
の
思
想
の
淵
■
ソ
はS.G.

九
頁)

ニ
れ
に
對
し
て
室
伏
高
信
浪
は
-;
'「

小
泉
君
は
ギ
::
!1
|
。̂

。
ロ

が

其

の

National 

G
u
i
l
d
s

の
序
文
に
記
陇
す 

:

ル
ド
社
會
主
義
の
，

S

源
f

つ

：
い

で

そ

れ

が

}
九

1
ニ
^

:,
る
所
に
ょ
れ
.试
千
九
跖
〇
六
年
に
お
け
る
ォ
レ
ー
デ
の 

顷
か
らH

e
w

 

A
g
e

で
唱
：へ
出
さ
れ
れ
ょ
ぅ
に
述
べ
て
論
文
ビ
ぺX

一
グ
..
>

0
著
書
',Restoration 

of 

Guild 

ゐ
る
が
、
ホ
ブ
ソ
ン
に
從
へ
ば
旣
に
ー
九0

六
年
か
ら1

S
y
s
t
e
m

で
.あ
&

、

千

九

百

〇

六

年

か

ら

十

.ニ

年

ま

で
 

で
あ
ち
、
.ま
れ
ォ
レ
‘ト
デ
が
最
初
に
ギ
ル
ド
社
#
主

義

の

!2
:
^
^
>
^
:
{:
あ

け

る

論

文

で

あ

る

ビ

云

ふ

の

で

あ
 

を
提
唱
し
の
か
はN

e
w

 A
g
e

に
あ
，い
^

ぃ
は
な
く
し
て
.
る
。
而
し
て
室
伏
氏
の
言
'は

る

、
所

は

ギ

ル

ド

主

_義

の 
c
l
l
r
a
r
y

 

R
e
v
f

 

£

い
て
で
K

し
て
思
想
の
淵
源
に
關
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
點 

お
ら
.れ
る
。(「

改
造」

四
月
號
四
ニ
質)

之
に
對
し
.て
小
:|

に
關
す
る
兩
氏
の

 ̂

た
：

. 

泉
敎
授
は
五
月
、
六
月
の「

改
造」

{<
:
.お
い
て
室
伏
氏
に
|

>
其
の
相
異
は
見
方
の
栩
異
丈
け
で
あ
る
。
敎
授
は
運 

答
へ
ら
れ
た
。
私
の
見
る
所
を
以
つ
て
す
れ
ば
小
衆
敎
動
S

し
て
は
ォ
r

デ
、.
ペ
ン
テ
ィ
の
著
書
，論
文
を 

授
の
言
は
ゐ
、
0

は
運
動
s V

て：

の
ギ
ル
ド
社
會
主
義

\
^
o
g
l
i
g
i
b
l
e

な
も
の
で
あ
る
€
し
、
室
伏
氏
は
文
獻
的 

で
あ
り
、
室
伏
氏
の
主
.張
す
る
所
は
>

ル
ド
社
會
主
義
.
に
之
に
注
意
し
れ
の
で
.あ
る
。
 

.

.

の
文
獻
に
關
す
る
こ
ビ
で
あ
る
。
即
ち
運
'動
ビ
し
て
の
r

次
に
.私
は
•著
者
の
立
場
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い 

.:
ギ
ル
ド
，.
ソ>

ャ
ッ
メ
ム
は
千
九
西
十
年
.丨

十

ニ

年

の

w

思
ふ
。
私
は「

改
造j

Q
.
j

月
號
で
小
枭
敎
授
を
評
し
.

丨

::
:
:勞
働
不
安
を
背
景
^

し
て
サ
ン
デ
カ
リ

V

ム
k

集

產

主

て

「

生
產
者
と
し
て
の
人
間
を
蜇
視
し
て
社
會
紐
織
の
’

 

韻
と
に
對
す
る
批
評
が
ら
往
れ
犮
も
の
で
あ
る
。：

(
.
j

五

.
改
造
を
企
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
く
主
張
す
る
樣
に
思
は 

第

十

四

卷

(

1
〇
一
九)

_

「

新
肩
紉
介 

/ 

第

七

铖

5
1
1
1
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十

四
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新
刊
紹
介

- 

- 

.

れ
る
し
.
5

H
つ
た
。
今
こ
の「

社
會
問
題
硏
究」

を
通
*
 

U

T
得
た
所
感
も
亦
こ
れ
.匕
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あ
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條
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。
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。
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あ
る
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あ
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を
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あ
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れ
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問
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。
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參
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憤
格
論w

の

關

係

」

は

マ

ニ

益

な

論

「

文

で

，
あ

るo.パ ̂

-
パ

,

,

'

,

V

ク
ス
が
典
の「

資
本
論」

第

I

愈
に
：あ
い
ズ
商
品
の
價
：
，
：.
以

上

の

如

き

內
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、
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先
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大
の
貢
献
を
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し
た
る
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、
其
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に
乏
し
か
ら
す
、
殊 

に
*
近
此
の
方
面
必
硏
究
代
沒
頭
し
て
、
；
前
人
未
到
の
，\ 

::

域
に
1!
^

す
る
者
は
：東
妃
は
中
3

^

君
あ
み
、
西
に
.
は
;: 

三
浦
简
行
君
あ
り
、
共
に
.
偉
大
の
精
力
家
ビ
し
て
、
年

| 

々

歲

々

：
頻

り

に

そ

の

：

1

の
結
果
を
發
表
せ
ら
I

、
を 

見
名
、’
盎
又
盛
な
:̂

ビ
云
ふ
べ
し
。
.

然
る
に
我
か
經
濟
史
の
硏
究
に
至

6
て
は
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其
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先
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驅

者

な

る

福
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君
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今
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變
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節
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ざ
^

V

し
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銀
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に
し
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年
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白
玉
雛
中
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の
.人
せ
な
ら
れ
、
我
國
經
濟
史
界
の
德
燈
、 

其
れ
將

：
た

消

滅

に

歸

せ

，
ん

と

す

る

す

る

の

折

柄
、
圓
ら 

^

も
新
進
有
爲
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本
庄
榮
治
郞
君
西
方
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一
隅
に
現
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れ
出
て
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旣
に
卓
然
ヒ
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界
に
獨
壇
の
地
步
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占
む
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至
り
し
は
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所
謂
空
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の
足
音
に
し
て
、
我
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經
濟 

史
硏
究
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の
爲
め
大
に
人
嵩
を
强
_
ふ
す
る
R

足
.る
も
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な
き
に
あ
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？
乃
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彼
等
が
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の
著
作
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表
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望

ず

る

己

大

旱
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に
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け
る
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ょ
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で
あ
る
。
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も
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濟
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を
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滿
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西
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潘
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所
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潜
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濟
史
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.
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